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数 学 受験番号

I

下記 (1), (2) のどちらか 1問を選んで解答せよ．

(1) 行列A =

(
2 3

3 2

)
について，次の問いに答えよ．

(a) Aの行列式 |A|を求めよ．
(b) Aの逆行列A−1を求めよ．
(c) Aのすべての固有値と各固有値に対応する固有ベクトルを求めよ．
(d) An (nは自然数)を求めよ．

(2) u, vを定数とする．3つのベクトル a =


2

3

1

4

 , b =


1

2

−1

2

 , c =


−1

0

u

v

について，
次の問いに答えよ．

(a) aの長さ |a|を求めよ．
(b) aと bの内積 (a, b) = aTbを求めよ．
(c) aと bのなす角 θ (0 ≦ θ ≦ π)を求めよ．
(d) a，b，cが 1次従属であるとき，u, vの値を求めよ．さらに cをaと bの 1次結合として表せ．



数 学 受験番号

I の解答用紙（裏面利用可） 選択した問題に○をつけよ．（ (1) (2) ）



数 学 受験番号

II

下記 (3), (4) のどちらか 1問を選んで解答せよ．

(3) 関数 f(x, y) = xy − 2x+ y2 について，次の問いに答えよ．

(a)
∂f

∂x
,
∂f

∂y
を求めよ．

(b) ヘッセ行列H =

 ∂2f
∂x2

∂2f
∂x∂y

∂2f
∂y∂x

∂2f
∂y2

およびその行列式 |H|を求めよ．

(c) 極値の存在を調べ，存在する場合はその値を求めよ．極値が存在しない場合，その理由を示せ．

(4) 次の積分を計算せよ．

(a)

∫ ∞

0
2xe−x2

dx

(b)

∫ π
3

0

sinx

cos2 x
dx

(c)

∫∫
D
x2y dxdy ただし D = {(x, y) | 0 ≦ x ≦ 1, 0 ≦ y ≦

√
10x}



数 学 受験番号

II の解答用紙（裏面利用可） 選択した問題に○をつけよ．（ (3) (4) ）









 

データ構造とアルゴリズム 

(1/2) 

 
受験番号 

 

[問 1] 整列 

  配列 Aに格納された重複のない n個のデータを昇順に整列することを考える．以下の問に

答えよ． 

 

(1) 次の手順で整列するとき，時間計算量のオーダーを答えよ． 

①A[0]〜A[n-1]から最小値を探索し，A[0]と入れ替える． 

②A[1]〜A[n-1]から最小値を探索し，A[1]と入れ替える． 

③同様に繰り返してゆき，A[n-2]〜A[n-1]に対しての処理を行って，終了する． 

 

(答) O(n2) 

 

(2) 挿入ソートで整列するとき，最悪時間計算量のオーダーと，最良時間計算量のオーダー

を答えよ．  

 

(答)  最悪時間計算量:O(n2) 最良時間計算量:O(n) 

 

(3) マージソートで整列するとき，時間計算量のオーダーを答えよ． 

 

(答)  O(nlogn) 

 

(4) クイックソートで整列するとき，時間計算量の観点からは，どのようなピボットが選ば

れることが望ましいかを説明せよ． 

 

(答) 分割対象となる部分配列内のデータの，中央値となるデータが選ばれる 

 

 

 

 

(5) 初期状態でデータのほとんどが整列済みであるが，ごく少数のデータのみ，整列済み状

態からずれているものとする．このとき，時間計算量の観点からは，以下のどのアルゴ

リズムを採用するべきか，答えよ． 

      バブルソート，挿入ソート，選択ソート，マージソート，クイックソート 

 

    (答)  挿入ソート 

 

 

 



[問 2] スタック 

逆ポーランド記法の数式「  2  0  1 * 1 * 7 - * 2 - 」の値を，スタックを用いて

計算したい．このとき，pop の実行回数と計算結果を答えよ．なお，終了時にスタックに結

果が残るので，それを取り出すために最後に 1 回 popするものとして，それもカウントする

こと．また，ここでの数字はすべて 1桁，演算子はすべて 2項演算子とする．  

 

(答)     pop回数: 11        計算結果: －16 

 

 

 

 

 

 

[問 3] ハッシュ法 

  要素数 nの自然数データの集合をハッシュ法により格納する．実装は固定長 Bの配列を用

いるオープンアドレス法を採用する．  

  

(1) B=10としハッシュ関数を h(x) =x mod B，また衝突時の再ハッシュ関数は， 

hi(x)=(h(x) + i) mod B (i=1,2,…) とする． 

{ 3, 17, 8, 12, 20, 32, 9, 18 }の 8 つのデータをこの順番で挿入したとき，配

列内のデータの並びを以下の図中に書き込みなさい． 

 

  

添字 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

 20 18 12 3 32   17 8 9 

 

  (2) オープンアドレス法における探索操作の平均時間計算量が定数オーダーとみなせるのは， 

「ハッシュ値の偏り」と「占有率 α=n/B」がどのような場合かを説明せよ． 

 

  (答) ハッシュ値に偏りがなく，またαがある程度より小さい(0.5 以下程度）であるとき． 

 

 

 

 

 

データ構造とアルゴリズム 

(2/2) 

 
受験番号 

 



情報通信ネットワーク 

(1/3) 
受験番号 

 

 

[1] 

下記(a)～(d)の文章に記述の誤りがある場合には，誤った箇所を指摘し，正しく修正しなさい．

ただし，二重下線部は正しいものとする．(a)～(d)のすべてに誤りが含まれているとは限らず，

また誤りは文章ごとに 1つとは限らない．修正箇所がない文章については「修正なし」と記述

すること． 

  

(a) OSI参照モデルでは，コンピュータの持つ通信機能を 7階層に分けている．一方，TCP/IP 

では，OSI参照モデルの第 6層(プレゼンテーション層)と第 7層(アプリケーション層)を 

まとめてアプリケーション層としている． 

 

 

 

 

 

(b) OSI参照モデルの第 3層における，代表的なプロトコルの 1つである IPは，データの 

配送経路を制御する．IPではデータが宛先へ確実に届くような信頼性を提供している． 

このプロトコルにおけるアドレス体系は MACアドレスである． 

 

 

 

  

 

(c) OSI参照モデルの第 2層で動作するネットワーク機器はルータと呼ばれる．ルータは自分 

のパケット表を参照し，受信したパケットをどのように処理するかを決定する．連続した 

ネットワークアドレスに対し，パケット表の行数を減らすことを「パケット表の集約」と 

いう． 

  

 

 

 

 

(d) メール配送プロトコルの SMTP (Simple Mail Transfer Protocol)において，通常，サーバ 

側ではウェルノウンポートの中の 20番を用いる．また，暗号化された Webサービスであ 

る HTMLでは 80番ポートを用いる． 

 

 

 

 

 

 



情報通信ネットワーク 

(2/3) 
受験番号 

 

 

[2]  

図 1 と下の文章は，L2 スイッチのある機能について説明したものである．文章中の(a)～(c)

に適語を入れよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理機能の無い L2 スイッチをループ状に接続した場合，((a)                       )

フレームがネットワーク内を無限に循環する可能性があり，結果的にネットワーク全体がダウ

ンする．これを防ぐために，管理機能付きの L2スイッチは((b)                     ) 

と 呼 ば れ る 管 理 用 の 制 御 フ レ ー ム を 送 受 信 す る ． こ れ を 利 用 し て ，

((c)                                )はネットワークトポロジーを

動的に管理し，1 つのスイッチをルートブリッジとする，ループのない木構造に変換する．障

害が発生した場合には，トポロジーを再構築し，可能な限り最適な通信経路を維持しながらル

ープを防ぐ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L2スイッチ 

図 1  L2スイッチのループ状接続 

L2スイッチ L2スイッチ 

L2スイッチ 



情報通信ネットワーク 

(3/3) 
受験番号 

 

 

[3] 

172.16.1.80/26 という IP アドレスを持つホストが接続されているサブネットのサブネットマ

スク，ネットワークアドレス，ブロードキャストアドレスを 10進表記で求めよ．導出過程も書

くこと． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答 サブネットマスク:   

 

   ネットワークアドレス:  

 

   ブロードキャストアドレス:  

 

 

 

以上 

 

 

 



統　計　解　析 受 験 番 号

I

下記 (1), (2), (3) のうち 1問を選んで, 別紙の解答用紙に解答せよ．

(1) あなたのいる地域で，ある感染症に罹患する確率が 1

1000
とする. 心配になったあなたが，

この感染症に罹患しているかどうか PCR検査を受けたところ，結果は陽性と分かった.

この PCR検査の感度は 70% で, 特異度は 99% である. 感度は感染している人を陽性と
判定する確率であり，特異度は感染していない人を陰性と判定する確率である.

この時, 実際にあなたがこの感染症にかかっている確率を小数第 3位までの値として求めよ.

(2) a を正の定数として, 区間 [0, 2] で定義される x の関数

f(x) =

{
a x (0 ≦ x ≦ 1)

a (2− x) (1 ≦ x ≦ 2)

を考える.

(a) f(x) が確率密度関数であるとき, a の値を定めよ.

(b) このときの累積分布関数 F (x) を求めよ.

(3) 確率変数 X,Y, Z に対して, 新たな確率変数 W

W =
X

4
+

Y

4
− Z

2

の期待値 E(W ) と分散 V (W ) を求めよ. 但し, X,Y, Z の期待値と分散はすべて µ, σ2 とし,

異なる 2つの確率変数の相関係数はすべて ρ とする.



統　計　解　析 受 験 番 号

II

下記 (4), (5), (6) のうち 1問を選んで, 別紙の解答用紙に解答せよ．

(4) 次のような 2変量データ (x, y) を得た.

x 7 9 11 13 15 17

y 7 12 21 30 28 34

以下の問いに答えよ. 但し, (a)から (c)の数値は小数第 1位までとし, (d)の数値は
小数第 2位までとする.

(a) x の平均 x̄ と標本分散 s2x を求めよ.

(b) y の平均 ȳ を求めよ.

(c) (x, y) の共分散 sxy を求めよ.

(d) y の x への回帰直線の式を y = a+ bx の形で表せ.

(5) 無作為標本で 2400人に内閣に関する調査を行ったところ, 内閣支持率が 40%であった.

このとき, 内閣支持率 (%)に対する 90%信頼区間を小数第 1位まで求めよ.

必要ならば, 標準正規分布の上側 10%点 1.28, 上側 5%点 1.64 を用いてもよい.

(6) コインが規格を満たしているか調べるために, ロットから 16個のコインをランダムに
選んで重さを測ったところ, 標本平均 x̄ = 3.95 g, 標本不偏分散 u2 = 0.01 を得た.

正しいコインの規格の重さは 4 g である.

このロットのコインは, 規格の重さを満たしているか有意水準 5% で検定せよ.

必要ならば, 自由度 16 の t 分布の上側 5%点 1.746, 上側 2.5%点 2.120,

自由度 15 の t 分布の上側 5%点 1.753, 上側 2.5%点 2.131 を用いてもよい.



大阪工業大学大学院 情報科学研究科 入学試験

統計解析　 解答用紙　 I 受 験 番 号

I より 1問を選び，解答すること．
選択した問題番号（ ）

裏面の使用　あり・なし
採点者

採点欄 I II



大阪工業大学大学院 情報科学研究科 入学試験

統計解析　 解答用紙　 II 受 験 番 号

IIより 1問を選び，解答すること．
選択した問題番号（ ）

裏面の使用　あり・なし


